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売上高

３６億４，６００万円

(前期比：▲１３．８％)

経常利益

８，４００万円

(前期比：▲５９．５％)

当期純利益

５００万円

(前期比：▲９４．４％)

情報サービス産業界の動向
世界同時不況の影響を受け、企業収益の悪化や設備の大幅
な縮小、雇用情勢の悪化など先行き不透明な環境で推移し
ました。

当社の施策
「選択と集中」を実践する過程で営業活動の強化・深耕に
努めてまいりました。

第３四半期以降、新規開発案件の受注状況は徐々に持
ち直してまいりましたが、売上の落込みを補うまでには
至りませんでした。利益面につきましては、原価や販売
管理費等の全社的コスト削減に努めてまいりましたが、
売上の落込みに伴う営業利益の減少を補うには至らず、
また、特別損失として投資有価証券評価損50百万円を計
上しました。

１．業 績 概 要（平成２２年３月期）

4戻る
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平成２２年３月期 平成２１年３月期 前期差額 増減率 主な要因

売上高 3,646 4,229 △583 △13.8% 市場環境の悪化

売上総利益 437 591 △154 △26.1% 値下げや要員稼働率の低下

総利益率 12.0% 14.0% ―

販管費 359 398 △39 △9.8% コスト削減

営業利益 78 193 △115 △59.6%

経常利益 84 209 △125 △59.8%

特別利益 5 ― 5

特別損失 54 23 31 134.8% 有価証券評価損

税引前利益 35 185 △150 △80.8%

法人税等 30 93 △63 △67.7% 税効果会計の一部不適用

当期純利益 5 91 △86 △94.4%

２．経 営 成 績

（単位：百万円）
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３．業 績 推 移

（単位：百万円）
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２期連続で、減収・減益となりました。
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（単位：百万円）
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平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期
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85.5%

88.5%

76.7%

▲3.35

特に第１四半期の落込みが通期に影響しました。
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４．売上高四半期推移
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■ 売上高 ● 売上総利益

（単位：百万円）
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ソフトウェア開発事業は、経営環境悪化の影響を受け減収・減益となりました。
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５．事業別業績推移（ソフトウェア開発事業）
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６．事業別業績推移（入力データ作成事業）

（単位：百万円）
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市場規模漸減傾向に加え、価格競争の影響を受け減収・減益となりました。
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７．事業別業績推移（受託計算事業）

（単位：百万円）
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影気低迷により、顧客からの業務量が減少し、減収・減益となりました。

■ 売上高 ● 売上総利益
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８．業種別売上比率（全社）
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業種別比率に大きな変動が見られないことから、全体的にＩＴ投資抑制の姿勢が伺えます。
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９．貸借対照表
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流 動 比 率
自 己 資本 比 率

524.3%
54.5%

690.2%
55.9%
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平 成 ２ ３ 年 ３ 月 期 業 績 見 通 し
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１０．経営環境（平成２３年３月期）

■わが国経済は緩やかながら持ち直しの兆しがみられます
が、欧州の財政不安などの外的要因も加わり、依然とし
て先行き不透明な経済環境が続くものと予想されます。

■官公庁を含む顧客企業のＩＴ投資は、一部に案件の動き
が見え始めておりますが、全体としては、依然慎重な姿
勢が続くものと思われます。

■情報サービス産業は、４月も前年同月比マイナス成長と
11か月連続のマイナスを記録し、厳しい状況は続いてお
りますが、上述のとおり延伸されていた案件の一部に動
きが出てくるものと予測しております。

14戻る
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１１. 平成２３年３月期の展望

☞ 技術者の確保と人材育成

☞ サービス価値の見える化

対処すべき課題

☞ 内部統制の定着と効率化

☞ 選択と集中

・継続的な見直しと改善

・管理業務の効率化

・監査法人による助言、指導

・顧客満足度調査の継続

・顧客評価の分析

・サービスの定量的な価値把握

施 策

15

・利益重視の案件選択

・優良顧客への資源集中

・エンドユーザー売上比率の向上

・有為な人材獲得

・スキルアップによる技術力強化

・スキルチェンジによる市場対応

戻る

Copyright(C)2010SHOWA SYSTEM ENGINEERING Corporation, All Rights Reserved

※当社業績を成長基軸へ戻すため、中長期視点から掘り起こした課題に対処すべく、種々の施策
を実行してまいります。



１２．平成２３年３月期業績見通し

平成２２年３月期（実績） 平成２３年３月期（見通し）

金額：百万円
前年同期比

増減率 金額：百万円 前期差額
前年同期比

増減率

売上高 3,646 △13.8% 3,800 154 4.2%

営業利益 78 △59.6% 90 12 15.4%

経常利益 84 △59.8% 100 16 19.0%

当期純利益 5 △94.5% 60 55 ―

1株当たり
当期純利益（円）

1.07 12.48 11.41

（注）本資料における業績の見通しは、当社が現時点で入手可能な情報による判断及び判定に基づき算定してお
ります。

従いまして、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、実際の売上
高及び利益は当該予想数値と異なる場合があることをご承知おきください。
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厳しい経営環境の中、得意分野への「選択と集中」を図り、新規顧客への営業
活動の強化と既存顧客への深耕に努めており、新規案件の受注による、若干の
増収・増益を見込んでおります。
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１３．売上高四半期推移見通し
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